
令和 5 年度 秋田県立秋田高等学校「北雄の翼 2023」報告書 

株式会社アイエスエイ 

 

●７月１８日（火） 

 9 時 00 分～11 時 30 分  現地大学生メンターとの「ディスカッションベース・プログラム①」 

 14 時 30 分～16 時 00 分 タフツ大学「フレッチャースクール」日本人留学生との懇談 
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朝 8 時 30 分、ホームステイ初日を終えた生徒たちは、集合場所である「Porter 駅」で皆元気な表情を見せてくれまし

た。9 時からのプログラム開始時間に遅れての到着は 2 組のみ、それでも若干の遅れ、かつ事前の連絡（電話）にて彼ら

の居所とどれくらいで到着できそうかをしっかり伝えてくれていましたので、我々も安心して待機することができました。

昨晩、各滞在先にてファミリーや留学生たちとしっかりと経路を確認、かつ初日ゆえの早めの行動（出発）にて、ほぼ全

員が時間通りに集合できたことは何よりでした。 

 

 本日午前は、学生リーダーとの英語によるディスカッションベース・プログラム（GEM: Global Empowerment 

Mindset）が実施されました。本プログラムは、「Design Thinking、Visual Thinking」という概念、思考方法を実践的

に理解し、帰国後も個々の「探究学習」深耕への展開、活用ができることを目的にカリキュラムが作られています。具体

的には、「共感（ニーズの掘起し）⇒問題定義（課題の本質を定義）」⇒課題解決のアイデア⇒プロトタイプ（アイデア

をまずかたちに）⇒Test（プロトタイプ試験）」のサイクルを模擬的に進め、そのフローと意義の理解をはかる狙いで

す。・・と記載しますと非常に難解、本研修とのつながりは？となりますが、本研修においては特に物事の本質、課題な

どをとらえる思考、方法を学びながら、まずは自分自身をあらためて見ること、知ることに焦点をあててのグループワー

クが行われました。“Story”として自分を伝えることをテーマに、ブレインストーミングで「自分に影響を与えた人、出

来事、経験・・、そしてなぜ？」などを書き出し、共有をしながら、これまでの自分、今の自分（今回の研修含め）、こ

れからを考える機会に。 

正味 2 時間半程度、思考法を理解し実践できるようにするにはもちろん十分な時間ではありませんでしたが、全体を仕

切るファシリテーターと、フレンドリーな学生メンターの献身的、そして明確なリードのおかげで、各グループともにし

っかりとディスカッションを進めていたようです。学生メンターは、今後もいくつかのアクティビティにも同行、支援を

していただける（ランチも）ので、単に研修指導役としての役割以上に、深い関係が築けることを期待しています。 

 

午後は、秋田高校生徒さん向けの特別プログラムです。ボストン郊外「Medford地区」に位置するタフツ大学、当大学

附属（ハーバード大学との共同プロジェクト）の研究施設である「フレッチャースクール（法律外交大学院）」を訪問し

ました。日本人として初めて国連職員に採用され、事務次長を務められた明石 康 氏、言うまでもなく秋田高校の大先輩

でもある氏が学んだスクールであることでも有名ですが、日本の省庁はじめ公的機関、民間企業などから毎年若手リーダ

ーとなる人材が派遣され他国生とともに学び、国際関係学の分野において世界最高スクールの一つにも評価されていま

す。本日は、防衛省、および海上自衛隊から各2名、外務省、経済産業省、そして民間コンサルティング企業からもご参

加いただき、計7名の皆さんと懇談形式でのセッションを行いました。当初は3名ないし4名の参加予定として伺っていま

したが、本プログラム趣旨に関心と賛同をいただき「ぜひ自分も力になれれば」と多忙ななかで手を挙げていただけたも

のです。20分ごとに3回のローテーション、各グループ3名の方に話を伺いました。日本語でのセッションということも

あったのでしょうが、かれらの専門（分野）や現在の仕事（職責、職務）、留学後の展望、そしてゲスト皆様の経歴や経

験（高校時分からこれまで）など、各グループともに質問が止まず、まさに90分の懇談はあっと言う間に終了となりまし

た。最後は各グループ代表生徒から、感謝の意とともに「秋高」オリジナルのお土産を贈呈、その後佐藤 一進 くん（そ

の場で有志をよびかけ、名乗りを挙げてくれました）から、この時間で得た大きな学びとともに感謝のことばが贈られ、



プログラムは終了となりました。 

解散前には、ホームステイ滞在ペア同士で、またはエリアの近い生徒同士でしっかりと帰りの経路を確認、各ファミリ

ーへの電話連絡も済ませ、軽快な足取りで地下鉄に乗り込み、それぞれの帰路につきました。 

 

以上、現地３日目の報告とさせていただきます。 
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